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広報ながしま  2026年9月号  ｜  ２

令和8年（2026年） No.246

9
災害に備えましょう～令和８年熊本地震～／物価高応援プレ

ミアム付商品券の有効期限

～三県架橋建設促進・第41回カヌー長島海峡横断大会～あ

の碧を越えて行こう

伝統の舞を奉納～町内一円で御八日踊り～

認知症について考えよう～地域包括支援センターだより～

農産物品評会に出品しませんか／令和８年度危険物取扱者

試験案内

手話の日のイベント／重度障がいがあるかたの手当

お口元気歯ッピー健診／町長動静

知っ得ボックス

～第３７回鹿児島県消防操法大会～長島町第四方面隊３位の

好成績

まちの話題

長島文芸／町立図書館のおすすめ

ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お

礼／編集後記

［裏表紙］映画「お終活」上映会

令和８年８月３１日現在 ※（ ）は前月比

4,2７７ （‐４）

（-１）

（+5）

（+４）

4,58５
4,40８
8,993

 ８月８日 （土） ９時０２分

　８月８日、町内一円で
御八日踊りがあり、町内
の神社や各集落で奉納さ
れました。
　町内には、鉦を打ち鳴
らす音や掛け声が響き渡
り、町全体が活気づいて
いました。

（関連記事＝ P ５）
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３ ｜  広報ながしま  2026年9月号

問い合わせ先
役場総務課危機管理係
☎（86）１１１１［直通］

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
　
　

  

～
令
和
８
年
熊
本
地
震
～

　
７
月
28
日
午
後
４
時
27
分
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
は
、
震
度
７
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７・
１
を
記
録
し
、
長

島
町
で
も
震
度
５
強
を
観
測
し
ま
し

た
。

　
本
町
で
も
、
民
家
の
屋
根
瓦
の
落

下
や
石
垣
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
長
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
災
害

時
の
避
難
場
所
」
と
「
長
島
町
防
災

マ
ッ
プ
等
」
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

閲
覧
で
き
ま
す
。

【
地
震
・
津
波
に
備
え
る
】

①
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

・
家
具
の
固
定
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

・
非
常
持
出
袋
を
準
備
し
、３
日
間
を
目
安
に

食
料
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

②
地
震
が
発
生
し
た
ら

・
机
の
下
に
隠
れ
る
な
ど
、身
の
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

・
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
火
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

③
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、津
波
が
来
る

前
に
避
難
す
る

・
す
ぐ
に
高
い
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・
海
や
川
を
見
に
行
か
な
い
。

災害時の避難場所長島町防災マップ等

【
家
具
の
固
定
】

　
自
分
の
命
を
守
る
た
め
家
具

な
ど
の
固
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
典
：
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン

「「
緊
急
地
震
速
報
」と
「
津
波

警
報
」等　

い
ざ
そ
の
と
き
、身

を
守
る
た
め
に
！
」

【
非
常
持
出
袋
】

　

３
日
間
の
食
料
な
ど
を
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

物
価
高
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
有
効
期
限

　
「
物
価
高
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
」
の
有
効
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券

は
、使
用
で
き
ず
、返
金
も
で
き

ま
せ
ん
。

　

購
入
し
た
商
品
券
は
、「
町
内

の
取
り
扱
い
店
」に
て
早
め
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
有
効
期
限	

	

　

令
和
８
年
９
月
30
日
（
水
）

見本

問い合わせ先
長島町地域戦略協議会事務局
（役場水産景観課内）
☎（86）１１３７［直通］



広報ながしま  2026年9月号  ｜  ４

～
三
県
架
橋
建
設
促
進
・ 

第
41
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
～

あ
の
碧
を
越
え
て
行
こ
う

　

島
原
・
天
草
・
長
島
の
三
県

架
橋
構
想
の
機
運
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
第
41
回
カ
ヌ
ー
長

島
海
峡
横
断
大
会
が
８
月
22
日

に
あ
り
、本
町
と
天
草
市
や
長

崎
県
南
島
原
市
の
ほ
か
与
論
町
、

伊
佐
市
の
児
童
生
徒
合
計
60
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

牛
深
港
で
行
わ
れ
た
開
会
式

で
は
、川
添
健
町
長
ら
が
激
励

の
言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、小
川

鉄て
っ
し
ょ
う生
さ
ん（
長
島
中
３
年
）が

「
私
た
ち
の
力
強
い
こ
ぎ
で
、こ

の
大
会
が
三
県
の
絆
を
深
め
、

橋
を
つ
な
ぐ
大
切
な
一
歩
と
な

り
、三
県
架
橋
の
未
来
へ
向
か

う
こ
と
を
願
い
ま
す
」と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
20
分
、ス
タ
ー
ト

の
号
砲
と
同
時
に
選
手
た
ち
は

牛
深
港
を
元
気
よ
く
こ
ぎ
出
し

ま
し
た
。

　

懸
命
に
パ
ド
ル
を
こ
ぐ
選
手

た
ち
は
沖
合
で
、大
き
な
う
ね

り
に
抗
い
な
が
ら
、互
い
に
声

を
掛
け
合
い
、８
㌔
の
道
の
り

を
勇
猛
に
乗
り
越
え
、約
２
時

間
か
け
て
ゴ
ー
ル
の
蔵
之
元
艇

庫
に
到
着
。海
峡
横
断
の
成
功

を
収
め
ま
し
た
。

　

８
㌔
に
初
挑
戦
し
た
、江
口

創そ
う
た太
さ
ん（
蔵
之
元
小
６
年
）は

「
牛
深
港
付
近
は
余
裕
が
あ
っ

た
。沖
に
出
て
う
ね
り
が
き
つ

か
っ
た
け
れ
ど
、救
助
船
に
頼

る
こ
と
な
く
こ
ぎ
き
れ
て
達
成

感
が
あ
る
。こ
の
経
験
を
糧
に

困
難
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
」と
誇
ら
し

げ
な
顔
で
話
し
ま
し
た
。

順調な滑り出し順調な滑り出し

声援にパドルを立てて応える選手声援にパドルを立てて応える選手

最後はみんなで記念撮影最後はみんなで記念撮影

ゴールまであと一歩、見守るサポーターゴールまであと一歩、見守るサポーター



５ ｜  広報ながしま  2026年9月号

　
８
月
８
日
、
伝
統
行
事
の
御
八
日
踊
り
が
あ
り
町
内
の

神
社
や
各
集
落
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
13
地
区
の
16
団
体
が
参
加
し
、
色
と
り
ど
り
の

衣
装
や
飾
り
を
身
に
つ
け
た
踊
り
手
た
ち
が
、
鉦か
ね
や
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
伝
わ
る
手
踊
り
や

舞
を
披
露
。
訪
れ
た
観
客
か
ら
は
、
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
唐
隈
郷
土
芸
能
保
存
会
の
増
田
莉り

の乃
さ

ん
は
「
今
日
は
風
が
強
い
の
で
、
注
意
し
な
が
ら
し
っ
か

り
と
踊
り
を
奉
納
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

伝統の舞を奉納伝統の舞を奉納
～町内一円で御八日踊り～～町内一円で御八日踊り～

【浦底】浦底鉦踊り【浦底】浦底鉦踊り

【川床地区】川床地区御八日踊り組合【川床地区】川床地区御八日踊り組合【鷹巣】鷹巣種子島鐘踊り保存会【鷹巣】鷹巣種子島鐘踊り保存会

【汐見地区公民館】若鮎会【汐見地区公民館】若鮎会

【唐隈】唐隈郷土芸能保存会【唐隈】唐隈郷土芸能保存会

【蔵之元】郷土芸能保存会【蔵之元】郷土芸能保存会

【指江】指江子供育成会【指江】指江子供育成会

【小浜】育成会棒踊り【小浜】育成会棒踊り

【山門野】牛深ハンヤ踊り【山門野】牛深ハンヤ踊り

【平尾地区】平尾郷土芸能保存会【平尾地区】平尾郷土芸能保存会



広報ながしま  2026年9月号  ｜ 　６

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
3 ［
直
通
］

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
よ
う
　

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
、
認
知
症
の
人
に
と
っ
て
も
、
私

た
ち
に
と
っ
て
も
、
一
番
の
安
心
に
な
り
ま
す
。

　
「
何
か
困
っ
て
い
る
か
な
？
」
と
気
づ
く
こ
と
、
そ
れ
だ

け
で
十
分
な
支
援
の
第
一
歩
で
す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」を
、こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
身
近
な
病
気
で
す
。「
認
知
症
に

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
た
い
」
そ
ん
な
当
た

り
前
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
温
か
く
見
守

る
「
地
域
づ
く
り
」
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　式が成り立つように□に数字を書きましょう。

①	 ４＋８＋５＝９＋２＋□
②	 ２＋２＋□＝３＋８
③	 20 －９＝４＋１＋□
④	 10 ＋□－ 1 ＝ 20 － 4
⑤	 5 ＋ 9 ＋ 6 ＝ 7 ＋ 8 ＋□

認
知
症
月
間

　

国
で
は
、認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、人
と
家
族
を
支
え

る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、９
月
を
「
認
知
症
月
間
」、９

月
21
日
を
「
認
知
症
の
日
」と
定
め
、全
国
で
普
及
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
で
は
、９
月
の
認
知

症
月
間
を
中
心
に
、認
知
症
に

関
す
る
普
及
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

「
人
生
会
議
し
と
こ
う
」

「
人
生
会
議
し
と
こ
う
」

　

急
な
病
気
や
事
故
は
誰
に

で
も
起
こ
り
得
ま
す
。Ａ
Ｃ

Ｐ
が
あ
れ
ば
、意
思
を
伝
え

ら
れ
な
い
状
況
で
も
希
望

に
沿
っ
た
ケ
ア
が
選
ば
れ
ま

す
。備
え
は
、安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。

答え ①6　②7　③6　④7　⑤5

地
域
の
輪
を
広
げ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」

　
認
知
症
の
人
を
温
か
く
見
守
り
、支
援
す
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
は
、
令
和
８
年
度
も
町
内
の
小
中
学
校
や
依
頼
を
受
け
た
地
域

サ
ロ
ン
な
ど
で
養
成
講
座
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
小
中
学
校
で
の
開
催
】

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
く
学
び
、
高
齢
者

に
や
さ
し
い
声
か
け
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
で
の
講
座
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
の
サ
ロ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
開
催
】

　
公
民
館
や
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
皆
さ
ん
が
集

ま
る
場
へ
伺
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
場

所
で
、
仲
間
と
一
緒
に
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
講
座
受
講
者
に
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

証
と
し
て
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
渡

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
周
り

で
も
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

認知症に
やさしい地域
を目指して



７　｜  広報ながしま  2026年9月号

問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　
（
役
場
農
政
課
内
）

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

農
産
物
品
評
会
に
出
品
し
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
12
月
初
旬
に
「
長
島

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
予
定
で
、
そ

の
前
日
に
は
例
年
、
農
産
物
品
評

会
を
行
い
ま
す
。
出
品
は
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

出
品
で
き
る
作
物
に
は
数
量
や

サ
イ
ズ
な
ど
の
規
格
が
あ
り
ま
す
。

　

出
品
を
希
望
す
る
か
た
は
早
め

に
野
菜
作
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

作物名 規格 作物名 規格 作物名 規格

青果用甘しょ ５㎏ バレイショ 12 個 サトイモ 10 個

ヤマイモ ２本 深ネギ ５本 小ネギ（センモト） 20 本

カボチャ ２個 キャベツ ２個 ハクサイ ２個

レタス ２個 ショウガ ２株 タケノコ ３本

生シイタケ 500g カブ ３個 ホウレンソウ 10 本

ブロッコリー ３個 カリフラワー ２個 ニンジン ５本

ダイコン ２本 インゲン 200g キヌサヤ 200g
実エンドウ・

スナップエンドウ 300g 切り花 ５本 デコポン ４個

温州みかん 12 個 ポンカン 12 個 レモン 12 個

紅甘夏 ６個 スイートスプリング ６個 キンカン １㎏

サワーポメロ ４個 ハッサク ６個 島みかん 12 個

ボンタン ２個 柿 ６個 工芸品 自由

令
和
８
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

　

令
和
８
年
度
第
２
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

危
険
物
取
扱
者
は
、
ガ
ソ
リ
ン

や
灯
油
な
ど
の
危
険
物
を
適
切
に

管
理
し
、
火
災
や
爆
発
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
で
、
地
域
社
会
の

安
全
・
安
心
を
支
え
る
重
要
な
資

格
で
す
。

　

一
定
量
以
上
の
危
険
物
を
扱
う

事
業
所
で
は
有
資
格
者
の
配
置
が 

義
務
付
け
ら
れ
、
法
令
遵
守
と
安

定
し
た
事
業
継
続
に
貢
献
し
ま
す
。

　

危
険
物
保
安
監
督
者
と
し
て
現

場
の
安
全
管
理
を
担
い
、
事
故
防

止
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

・
東
分
遣
所

　
☎（
86
）０
１
１
９ ［
直
通
］

・
長
島
分
遣
所

　
☎（
88
）５
３
３
３ ［
直
通
］

〇
受
験
申
請
期
間

・
書
面
申
請　

　
９
月
18
日
（
金
）
か
ら
９
月
30
日
（
水
）
ま
で

・
電
子
申
請　

　
９
月
18
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
９
月
30
日
（
水
）
午
後
11
時
59
分
ま
で

〇
試
験
日　

　
11
月
７
日
（
土
）

〇
試
験
手
数
料

　
甲
種
・
・
・
７
２
０
０
円　

　
乙
種
・
・
・
５
３
０
０
円

　
丙
種
・
・
・
４
２
０
０
円
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問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６ ［
直
通
］

手
話
の
日
の
イ
ベ
ン
ト　

９
月
23
日
の
手
話
の
日
に
合
わ

せ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
聴
覚
障
が

い
者
や
手
話
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
だ
ん
だ
ん
市
場

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

同
日
の
夕
方
か
ら
は
、
だ
ん
だ

ん
市
場
第
２
駐
車
場
な
ど
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

の
青
色
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

手
話
は
言
語
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
手
話
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

重
度
障
が
い
が
あ
る
か
た
の
手
当

　

町
で
は
、重
度
の
障
が
い
が

あ
る
か
た
で
、日
常
生
活
に
常

に
介
護
が
必
要
な
か
た
は
、特

別
障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
手
当
額
は
改
定
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　

こ
の
手
当
は
在
宅
重
度
障
が
い
者
で
20
歳
以
上
の
か
た
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

基
準
を
満
た
す
重
度
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
か
た
、ま
た
は

そ
れ
と
同
程
度
以
上
の
状
態
で
あ
る
か
た
が
対
象
で
す
。

〇
支
給
要
件

・
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

・
毎
年
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

・
病
院
な
ど
に
継
続
し
て
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
な
い
こ
と

〇
手
当
額 

　

月
額
３
万
４
５
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】　

　

こ
の
手
当
は
20
歳
未
満
の
在
宅
重
度
障
が
い
児
の
か
た
に
支

給
さ
れ
ま
す
。基
準
を
満
た
す
重
度
障
が
い
が
あ
る
か
た
、ま
た

は
同
程
度
以
上
の
状
態
で
あ
る
か
た
が
対
象
で
す
。

〇
支
給
要
件

・
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

・
毎
年
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
ほ
か
の
公
的
年
金
の
受
給
が
な
い
こ
と

〇
手
当
額 

　

月
額
１
万
６
５
６
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

〇
日
時

　
９
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
午
前
10
時
～
正
午

〇
場
所

　
だ
ん
だ
ん
市
場

〇
内
容

・
手
話
の
体
験
教
室

・
手
話
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

・
指
文
字
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど



８
月《
葉
月
》
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４
日（
火
）

５
日（
水
）

10
日（
月
）

12
日（
水
）

17
日（
月
）

18
日（
火
）

21
日（
金
）

22
日（
土
）

25
日（
火
）

26
日（
水
）

27
日（
木
）

31
日（
月
） ９

月
補
正
町
長
査
定
（
役
場
）

道
の
日
奉
仕
作
業
出
発
式
（
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

人
権
擁
護
委
員
感
謝
状
贈
呈
式
（
役
場
）

東
町
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
通
常
総
会
（
東
町
漁
協
本
所
）

出
水
広
域
連
携・防
災「
道
の
駅
」整
備
推
進
協
議
会
総
会（
出
水
市
）

基
金
活
用
検
討
委
員
会
（
役
場
）

水
産
の
日
（
東
町
漁
協
市
場
）

第
41
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会（
牛
深
港
～
蔵
之
元
艇
庫
）

第
１
回
国
保
運
営
協
議
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
長
と
語
る
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会・意
見
交
換
会
（
阿
久
根
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｂ
３
へ
の
要
望
活
動
（
東
京
都
）

島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
建
設
促
進
協
議
会
九
州
地
方
整
備
局

要
望
（
福
岡
県
）

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
今
年
度
に
76
歳
、

78
歳
、
80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を

対
象
に
、
口
腔
健
診
（
お
口
元
気

歯
ッ
ピ
ー
健
診
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
者
に
は
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
歯
科
医
療
機
関
へ
受
診
可

能
か
問
い
合
わ
せ
、
予
約
の
上
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
健
診
期
限　
　

　

令
和
９
年
１
月
31
日
（
日
）

〇
健
診
料　

無
料

〇
対
象
者　
　

・
今
年
度
76
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
か
た

※
昭
和
25
年
４
月
１
日
～
昭
和
26
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

・
今
年
度
78
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
か
た

※
昭
和
23
年
４
月
１
日
～
昭
和
24
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

・
今
年
度
80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
か
た

※
昭
和
21
年
４
月
１
日
～
昭
和
22
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

問
い
合
わ
せ
先

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　
業
務
課
保
健
事
業
班

　
☎
０
９
９（
２
０
６
）１
３
２
９
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税
制
研
修
会

　
公
益
社
団
法
人
北
薩
法
人
会
で
は
、11
月
の

税
を
考
え
る
週
間
に
合
わ
せ
て
、次
の
と
お
り

「
公
益
社
団
法
人
北
薩
法
人
会
税
を
考
え
る
週

間『
税
制
研
修
会
』」を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時

　
11
月
13
日（
金
）午
後
４
時
30
分
～
６
時
50
分

〇
第
１
部

　
演
題「
暮
ら
し
と
税
」

　
講
師
＝
出
水
税
務
署
長　
菊
田
一
仁

〇
第
２
部

　
演
題「
笑
顔
を
つ
な
ぐ
チ
カ
ラ
～
熊
本
地
震

×
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
～
」

　
講
師
＝
防
災
ク
リ
エ
イ
タ
ー
／
歌
う
♪
防

災
士　
柳
原　
志
保

〇
場
所　
ホ
テ
ル
キ
ン
グ

〇
対
象
・
参
加
料　
広
く
一
般
・
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
社
団
法
人
北
薩
法
人
会
事
務
局

　
☎
０
９
９
６（
62
）１
３
３
８

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

　
県
行
政
書
士
会
で
は
、次
の
と
お
り
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

〇
日
時

　
10
月
３
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場
所

　
出
水
中
央
公
民
館（
出
水
市
文
化
町
23
）

〇
相
談
内
容

　
相
続
・
遺
言
関
係
、農
地
法
関
係
、各
種
許

認
可
・
法
人
設
立
関
係
、権
利
義
務
関
係
、規

約
書
な
ど
の
作
成
、交
通
事
故
相
談
な
ど

※
予
約
が
無
く
て
も
相
談
可
能
で
す
が
、予
約

者
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
行
政
書
士
会
出
水
支
部（
担
当
＝
岩
崎
）

　
☎
０
８
０（
９
２
４
５
）０
９
６
９

弁
護
士
に
よ
る
交
通
事
故
相

談
を
実
施
し
ま
す

　
鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、鹿
児

島
県
庁
で
弁
護
士
に
よ
る
交
通
事
故
相
談
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
9
月
15
日
か
ら
10
月
末

ま
で
の
相
談
は
下
記
の
と
お
り
実
施
す
る
予

定
で
す
。
な
お
、相
談
は
無
料
で
す
。

〇
日
時

　
10
月
28
日（
水
）　
午
後
１
時
か
ら
４
時

〇
場
所

　
鹿
児
島
県
庁
会
議
室

※
必
ず
２
日
前
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
県
交
通
事
故
相
談
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

(

「
交
通
事
故
相
談
所
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
交
通
事
故
相
談
所

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
２
６

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」と「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
全
国
で
２
種
類
同

時
発
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対

策
、高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

〇
販
売
期
間

　
９
月
16
日（
水
）
～
10
月
16
日（
金
）

〇
抽
選
日

　
10
月
26
日（
月
）

〇
販
売
価
格

　
各
１
枚
３
０
０
円

〇
当
せ
ん
金

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】

・
一
等　
　
　
２
億
円
×
12
本

・
前
後
賞
各　
１
億
円
×
24
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
３
６
０
億
円
・

12
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
】

・
一
等　
２
０
０
０
万
円
×
50
本

・
前
後
賞
各　
１
０
０
０
万
円
×
１
０
０
本

※
当
選
本
数
は
発
売
総
額
１
５
０
億
円
・
５

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
町
村
会
振
興
協
会

　
☎
０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

借
金
・
債
務
整
理
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談
会

　
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る
借
金
や
債
務

整
理
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　
借
金
・
債
務
整
理
で
お
悩
み
の
債
務
者
な

ら
ど
な
た
で
も
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　
た
だ
し
、多
く
の
か
た
の
ご
相
談
に
対
応
で

き
る
よ
う
、一
人
一
回
限
り
と
し
ま
す
。

〇
日
時

①
10
月
８
日（
木
）　
午
後
１
時
～
４
時

②
10
月
26
日（
月
）　
午
後
６
時
～
９
時

③
11
月
11
日（
水
）　
午
後
６
時
～
９
時

④
12
月
８
日（
火
）　
午
後
１
時
～
４
時　

〇
場
所

①
③
④
は
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

②
は
鹿
児
島
県
大
島
支
庁

〇
内
容

　
無
料
法
律
相
談
、こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

〇
申
し
込
み
方
法　
電
話
予
約

〇
申
込
期
限

　

相
談
日
の
前
日（
②
は
相
談
日
の
１
週
間

前
）ま
で

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。（
借
金
・
債
務
整
理
で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
消
費
者
行
政
推
進
室

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
３
０

価
格
転
嫁
の
進
め
方
セ
ミ
ナ
ー

　
県
で
は
、価
格
交
渉
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
原
価
計

算
の
手
法
な
ど
を
学
ぶ
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、実
際
に
価
格

転
嫁
に
取
り
組
ん
だ
県
内
企
業
の
経
営
者
に

よ
る
事
例
紹
介
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、各
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
に
は
、希
望
者
に
対
し
て
個
別
相

談
も
実
施
し
ま
す
。

〇
日
時
・
会
場

①
基
礎
・
事
例
紹
介
コ
ー
ス

【
鹿
児
島
】９
月
15
日(

火)　
Ｌ
ｉ
―
Ｋ
ａ

【
姶
良
・
伊
佐
】9
月
17
日(

木)　
霧
島
商
工

会
議
所

【
大
隅
】10
月
14
日(

水)　
鹿
屋
商
工
会
議
所

【
南
薩
】10
月
15
日(

木)　
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
ｋ
ａ
ｗ

ａ
ホ
ー
ル

【
北
薩
】10
月
28
日(

水)　

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん

だ
い

【
熊
毛
】11
月
10
日(

火)　
中
種
子
町
立
中
央

公
民
館

【
大
島
】11
月
25
日(

水)　
ア
マ
ホ
ー
ム
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｚ
Ａ

※
全
会
場
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
可
能
で
す
。

②
実
践
コ
ー
ス（
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
原
価
計
算
）

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】12
月
９
日(

水)　
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
の
み

〇
参
加
費　
無
料

〇
申
し
込
み
方
法

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
。「
鹿
児
島
県　
価
格
転
嫁
セ
ミ
ナ
ー
」で
検
索

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
商
工
政
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
９
３
５

第
27
回
か
ご
し
ま
木
材
ま
つ
り

　
木
の
良
さ
や
木
材
を
利
用
す
る
意
義
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、県
産
材
の
利
用
拡

大
を
図
る
た
め
、10
月
の「
木
材
利
用
促
進
月
間
」

に
関
連
し
て「
第
27
回
か
ご
し
ま
木
材
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
県
内
で
製
作
さ
れ
た
木
製
品
等
の
展
示･

販
売

や
木
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
、心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

〇
日
時

　
10
月
17
日(

土)

午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
10
月
18
日(

日)

午
前
10
時
～
午
後
4
時

〇
場
所

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

Ｂ

Ａ
Ｙ（
1
階「
空
の
広
場
」、「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
横
特
設
会
場
」、「
水
の
広
場
」)

〇
内
容

　
木
製
品
等
の
展
示･

販
売
、木
育
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、木
工
教

室
、端
材
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

〇
入
場
料　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
か
ご
し
ま
材
振
興
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
３
６
６

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す

　
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
を

図
る
た
め
、一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
と
き
は
、国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
出
が
必
要
で
す
。

　
国
で
は
、毎
年
10
月
を「
土
地
月
間
」、10
月

１
日
を「
土
地
の
日
」と
定
め
、届
出
制
度
の
普

及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

届
出
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。（「
土
地
取
引
利

用
」で
検
索
）

〇
届
出
対
象
と
な
る
取
引
面
積

・
都
市
計
画
区
域
内
の
市
街
化
区
域

　
２
千
平
方
㍍
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域

　
５
千
平
方
㍍
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外

　
1
万
平
方
㍍
以
上

※
届
出
は
、権
利
取
得
者
が
契
約
締
結
日
か
ら

２
週
間
以
内
に
、土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
地
域
政
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
５
２
９

「
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
」開
催

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
当
日
は
、各
運
動
施
設
で
の
体

験
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
大
会
な
ど
、気
軽
に

楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、高
校
生
に
よ
る
健
康
教
室
や
加
工

品
販
売
、さ
ら
に
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
や
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
も
実
施
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。

〇
日
時

　
９
月
26
日(

土)

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場
所　
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
各
運
動
施
設

〇
内
容　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
な
ど

〇
参
加
料　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９（
２
５
５
）０
１
４
６

インスタグラム
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８
月
28
日
、
第
37
回
鹿
児
島
県
消
防
操
法
大
会

が
鹿
児
島
県
消
防
学
校
（
日
置
市
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
消
防
操
法
ポ
ン
プ
車
の
部
に
、
県

内
11
の
支
部
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭
た
ち
が
出

場
し
、
出
水
支
部
か
ら
は
、
長
島
町
第
四
方
面
隊

（
蔵
之
元
分
団
、
指
江
分
団
、
城
川
内
分
団
）
が

出
場
し
ま
し
た
。
競
技
で
は
、
各
支
部
の
代
表
消

防
団
が
、
迅
速
で
正
確
な
操
法
技
術
を
競
い
ま
し

た
。
場
内
に
緊
張
感
が
漂
う
中
、
本
町
の
選
手
ら

は
、
町
の
代
表
と
し
て
、
堂
々
と
し
た
操
法
を
披

露
。
見
事
３
位
に
輝
き
好
成
績
を
収
め
、
積
み
重

ね
た
訓
練
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
蔵
之
元
分
団
の
脇
田
裕
樹
分
団
長
は
「
５
月
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
練
習
で
、
県
大
会
３
位
の
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
た
要
員
た
ち
を
称
賛
し
た

い
」
と
話
し
、
指
揮
者
の
坂
口
卓
さ
ん
は
「
が
ん

ば
っ
た
要
員
と
そ
れ
を
支
え
た
仲
間
や
家
族
に
感

謝
し
た
い
」
と
喜
び
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　
今
回
出
場
し
た
選
手
と
タ
イ
ム
は
次
の
と
お
り

で
す
。

［
指
揮
者
］　
坂
口　
　
卓
（
蔵
之
元
分
団
）

［
１
番
員
］　
志
戸
岡
翔
太
（
指
江
分
団
）

［
２
番
員
］　
門
元　
光
生
（
蔵
之
元
分
団
）

［
３
番
員
］　
飯
尾　
諒
平
（
城
川
内
分
団
）

［
４
番
員
］　
赤
瀨　
　
聖
（
指
江
分
団
）

［
補
助
員
］　
増
田　
翔
太
（
城
川
内
分
団
）

第
１
線
タ
イ
ム　
51
秒
06

第
２
線
タ
イ
ム　
63
秒
92

第 37回鹿児島県消防操法大会第 37回鹿児島県消防操法大会

長島町第四方面隊３位の好成績長島町第四方面隊３位の好成績

火点をめがけて正確に展張火点をめがけて正確に展張素早く余裕ホース作成素早く余裕ホース作成

丁寧に収納丁寧に収納

第２線展張のために懸命に走る２番員第２線展張のために懸命に走る２番員

操法開始、漂う緊張感操法開始、漂う緊張感



１３　｜　広報ながしま  2026年９月号    

長
生
園
に
な
ご
み
会
が
慰
問

今
後
の
活
力
に

　

７
月
26
日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
に
、
町

の
日
本
舞
踊
会
「
な
ご
み
会
（
門
元
せ
い
子
代
表
）」

の
11
人
が
慰
問
し
、
日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る
踊
り
な

ど
を
披
露
し
、
施
設
の
利
用
者
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
門
元
代
表
は
「
少
し

で
も
利
用
者
さ
ん
の
癒
し
に
な
れ
ば
。
機
会
が
あ

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
今
後
も
実
施
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
、利
用
者
の
濵
島
清
文
さ
ん
は「
素

敵
な
踊
り
に
感
動
し
た
。
今
後
の
活
力
に
つ
な
が

る
の
で
ま
た
来
て
ほ
し
い
」
と
喜
び
ま
し
た
。
そ

の
後
、
活
気
づ
い
た
ホ
ー
ル
で
は
、
利
用
者
に
よ

る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

母
良
木
自
治
公
民
館
で
そ
う
め
ん
流
し

み
ん
な
で
食
べ
る
と
美
味
し
い

　
７
月
25
日
、
平
尾
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
母
良

木
老
人
ク
ラ
ブ
（
上
田
正
幸
会
長
）
が
、
竹
を
利
用

し
た
そ
う
め
ん
流
し
の
食
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

例
年
、
同
集
落
の
行
事
で
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護

者
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
暑
い
夏
に
合
わ
せ
て
そ
う
め
ん
流
し
と
な
り

ま
し
た
。
上
田
会
長
は
「
初
の
挑
戦
で
み
ん
な
に
喜

ん
で
も
ら
え
て
大
成
功
。
来
年
は
、
平
尾
地
区
全
体

を
巻
き
込
ん
で
開
催
で
き
れ
ば
」
と
話
し
、
小
林
悠

人
さ
ん
（
平
尾
小
５
年
）
は
「
最
初
は
掴
む
こ
と
が

難
し
か
っ
た
。
み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ
て
お
い
し

か
っ
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

三
県
架
橋
構
想
の
要
望
活
動

長
島
町
と
関
係
地
域
の
発
展
を

　
７
月
24
日
、
島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構
想
な

ど
の
実
現
に
向
け
た
要
望
活
動
を
行
い
、
長
岡
勇

二
副
町
長
ら
関
係
者
が
金
子
恭
之
国
土
交
通
大
臣

の
元
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
構
想
お
よ
び
九
州
西
岸
軸
構
想
は
、
広
域
交

通
網
の
形
成
や
防
災
力
強
化
、
地
域
活
性
化
に
資

す
る
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
長
島
町
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
地
域
の
発
展
に
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
組
の

推
進
を
要
望
し
ま
し
た
。
要
望
に
は
、
他
に
小
田

勝
志
町
議
会
議
長
や
馬
場
昭
治
天
草
市
長
、
地
元

選
出
の
国
会
議
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
、「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ
バ
レ
イ
シ
ョ
」
結
団
式

中
高
生
の
力
で
よ
り
良
い
長
島
を

　
７
月
19
日
、
長
島
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と

高
校
生
ク
ラ
ブ
「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ
バ
レ
イ
シ
ョ
」

の
結
団
式
を
開
催
し
、
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
団
体
の
活
動
は
、中
高
生
が
親
睦
を
深
め
て
、

地
域
活
動
や
リ
ー
ダ
ー
活
動
を
通
し
て
自
身
の
自

主
性
な
ど
を
高
め
地
域
や
子
ど
も
会
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
大
戸
し
の
ぶ
会
長
（
高
校
３
年
）

は
「
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
多
く
の
こ
と
を
学
び
交
流

し
て
、
支
援
い
た
だ
く
か
た
と
共
に
よ
り
良
い
長

島
を
築
く
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。
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町
教
職
員
と
し
て
町
の
郷
土
を
学
ぶ

学
び
を
子
ど
も
た
ち
へ

　
８
月
５
日
、
令
和
８
年
度
長
島
町
教
職
員
の
た

め
の
長
島
巡
検
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
の
史
跡
と

自
然
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
町
教

育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
町
教
職
員
11
人
が
郷
土
史
を
基
に
歴

史
民
俗
資
料
館
職
員
の
山
﨑
友
喜
さ
ん
か
ら
講
話

を
受
け
ま
し
た
。
同
館
で
長
島
郷
土
の
全
般
を
学

習
し
、
小
浜
崎
古
墳
群
・
堂
崎
城
跡
・
遣
唐
使
船

漂
着
記
念
碑
な
ど
の
文
化
財
を
見
聞
し
ま
し
た
。

川
原
雅が

く空
先
生
（
長
島
中
）
は
「
今
回
学
ん
だ
こ

と
を
生
徒
に
伝
え
て
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

Ｂ
Ｇ
塾
「
磯
遊
び
」

磯
場
に
生
息
す
る
生
物
の
重
要
性
を

　
７
月
27
日
、小
浜
地
区
の
海
岸
で
、Ｂ
Ｇ
塾
「
磯

遊
び
」
を
開
催
し
、
町
の
同
塾
に
通
う
小
中
学
生

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
す
の
木
自
然
館
の
浜

本
麦ば
く
理
事
長
を
招
き
、
子
ど
も
た
ち
は
、
浜
辺
の

ヤ
ド
カ
リ
や
小
魚
、エ
ビ
な
ど
の
生
物
を
捕
ま
え
て
、

注
意
深
く
観
察
。
そ
の
生
体
に
つ
い
て
深
く
考
え
た

後
、
浜
本
さ
ん
か
ら
生
物
の
生
体
や
役
割
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
浜
本
さ
ん
は
「
磯
に
生
息
す
る
生
物

の
重
要
性
を
少
し
で
も
理
解
し
て
大
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
自
然
の
あ
り
が
た
み
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
」
と
子
ど
も
た
ち
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　
７
月
30
日
、
川
床
Ｇ
Ｇ
ク
ラ
ブ
の
福
嵜
勝
行

主
将
ら
メ
ン
バ
ー
５
人
が
川
添
町
長
の
元
を
訪

れ
、
５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
国
民
ス
ポ
ー
ツ

青
森
県
大
会
Ｇ
Ｇ
競
技
会
の
鹿
児
島
県
予
選
会

で
優
勝
し
、
９
月
26
日
・
27
日
に
青
森
県
平
川

市
で
開
催
さ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場

す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
福
嵜
さ
ん
は
「
や
っ
と
の
思
い
で
予
選
優
勝

を
果
た
し
た
。
残
り
２
カ
月
し
っ
か
り
練
習
し

て
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
悔
い
の
無
い
よ

う
に
気
合
を
入
れ
て
試
合
に
臨
み
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

川
床
Ｇ
Ｇ
ク
ラ
ブ
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場

力
を
合
わ
せ
て
大
会
へ

獣
医
師
会
か
ら
赤
潮
被
害
の
義
援
金

赤
潮
被
害
の
復
興
の
た
め
に

　

８
月
４
日
、
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
獣
医

師
会
出
水
地
区
獣
医
師
会
（
北
野
吉
秋
会
長
）

の
北
野
会
長
ら
３
人
が
、
川
添
町
長
と
東
町
漁

業
協
同
組
合
の
山
下
伸
吾
組
合
長
の
元
を
訪

れ
、
赤
潮
被
害
に
お
け
る
義
援
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
北
野
会
長
は
「
今
回
の
赤
潮
被
害
に
対
し
て
、

少
し
で
も
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
山
下
組
合
長
は
「
義
援
金
は
、
被
害

に
あ
っ
た
漁
業
者
や
、
関
係
者
の
た
め
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
我
々
と
し
て
も
復
興
の
た

め
今
後
も
尽
力
し
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。



１５　｜　広報ながしま  2026年９月号    

人
権
擁
護
委
員
の
桐
野
さ
ん
と
松
田
さ
ん
、
村
尾
さ
ん
に
感
謝
状

家
族
の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ

　
８
月
10
日
、
町
の
人
権
擁
護
委
員
を
長
年
務
め

た
桐
野
徹
朗
さ
ん
と
松
田
宗
之
さ
ん
、
村
尾
美
代

子
さ
ん
の
感
謝
状
伝
達
式
を
行
い
、
川
添
町
長
が

手
渡
し
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
住
民
か
ら

の
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権
の
大
切
さ
を
広

め
た
り
す
る
活
動
を
行
う
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
９
年
間
、同
活
動
に
尽
力
し
た
桐
野
さ
ん
は「
活

動
を
通
し
て
の
学
び
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
培
う

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
こ
の
大
変
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
こ
れ
た
の
は
、
家
族
の
理

解
の
お
か
げ
。
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
８
月
12
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
町
と
の
協
定
に
基

づ
い
て
、
７
月
28
日
に
発
生
し
た
「
令
和
８
年
熊

本
地
震
」
の
災
害
派
遣
と
し
て
、
同
財
団
が
町
に

配
備
し
た
２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
を
熊
本
県
美
里
町
に
派

遣
し
ま
し
た
。

　
協
定
は
、「
防
災
拠
点
の
設
置
及
び
災
害
時
相

互
支
援
体
制
構
築
」
で
令
和
７
年
６
月
に
締
結
。

災
害
支
援
に
即
時
対
応
で
き
る
機
材
と
人
材
を
備

え
た
「
防
災
拠
点
」
と
し
て
同
財
団
が
全
国
の
自

治
体
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
長
岡
副
町
長
は
「
被
災
者
の
た
め
に
少
し
で
も

役
立
て
る
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
熊
本
地
震
へ
災
害
派
遣

少
し
で
も
役
立
つ
よ
う

町
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
県
民
文
化
フ
ェ
ス
タ
に
出
場

初
舞
台
で
緊
張
し
た
け
れ
ど

　

８
月
８
日
、
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
で
行
わ

れ
た
、
県
民
文
化
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
ほ
く
さ
つ

２
０
２
６
に
長
島
町
文
化
協
会
の
代
表
と
し
て
d

ａ
ｎ
ｃ
ｅ　
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ　
Ｉ’

ｓ
の
小
中
学
生
６

人
が
出
場
し
、
華
麗
な
ダ
ン
ス
で
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。
演
技
修
了
後
に
は
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
二
階
堂
美み
ゆ
う祐
さ
ん
（
長
島
中
２
年
）「
初
舞
台

で
と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
。今
後
は
も
っ
と
表
情
を
つ
け
て
、

大
き
く
踊
れ
る
よ
う
に
練
習
を
が
ん
ば
り
た
い
」

と
達
成
感
い
っ
ぱ
い
に
話
し
ま
し
た
。

　
８
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
の
５
日
間
、
第
21
回

自
治
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
民
の
健
康
増
進
と
健
全
な
自
治
公

民
館
づ
く
り
を
目
的
に
23
の
自
治
公
民
館
か
ら
24

チ
ー
ム
が
参
加
し
、A
パ
ー
ト
10
チ
ー
ム
、Ｂ
パ
ー

ト
14
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
パ
ー
ト
【
優
勝
】 

指
江 【
準
優
勝
】
福
ノ
浦
Ａ

　
　
　
　

 

【
３
位
】
浦
底
・
諸
浦
連
合

Ｂ
パ
ー
ト
【
優
勝
】    

菅
牟
田

　
　
　
　

 【
準
優
勝
】
蔵
之
元
Ｂ

　
　
　
　

 【
３
位
】    

上
揚
、
山
寺

第
21
回
自
治
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

Ａ
パ
ー
ト
は
指
江
が
優
勝
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広報ながしま  2026年９月号  ｜ 　１６

ななちゃんは、みんなのねこ もしもわたしが

作／今西乃子

実話を元にした、最後まで輝く命
を見つめたお話です。

「もしもわたしが…」と自分の胸
に問い、声をあげる大切さを伝え
てくれる１冊です。

う
か
ら
等
と
語
ら
ひ
を
れ
ば
だ
し
ぬ
け
の
激
し
き
地な

い震
に
心
は
阿
修
羅

怠
り
て
ゐ
る
に
あ
ら
ね
ど
老
い
た
れ
ば
こ
な
せ
ぬ
家
事
の
日
々
に
溜た
ま
ま
れ
り

暮
れ
落
つ
る
家
に
ひ
ら
り
と
夏
つ
ば
め
石
に
腰
掛
け
眺
め
見
守
り 

せ
っ
か
く
の
蝉
の
鳴
き
声
う
る
さ
い
と
夏
の
暑
さ
を
の
り
き
る
人
も

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

小
林 

　
貢

小
林
如
月

母
木
良
平

川
島
輝
文

町
田
末
則

あ
り
が
た
し
パ
ソ
コ
ン
開
ら
き
長
島
の
動
画
の
海
の
潮
風
を
香
ぐ

手
作
り
て
遊
び
道
具
に
子
等ら

の
顔
見
せ
合
う
姿
喜
び
あ
ふ
る

あ
れ
ほ
ど
の
悔
し
涙
を
流
せ
し
は
我
に
あ
り
や
と
球
児
の
号
泣

ビ
ー
ル
飲
み
母
は
百
ま
で
生
き
た
け
ど
我
は
茶
を
飲
み
九
十
め
ざ
す

世よ

に
は
上う
え
い居
る
何な
ん

だ
よ
本ほ
ん
と
う当
だ
年と
し
よ寄
り
何な
ん

て
苦く
る

し
む
ば
か
り
だ

チャン・ドクヒョン／作

冷
房
の
温
度
で
も
め
る
夫
婦
か
な

丸
ご
と
の
ス
イ
カ
浸
し
た
日
は
遠
く

前
か
が
み
両
手
で
掬
ふ
清
水
か
な

カ
ヌ
ー
の
児
連
絡
船
に
櫂
を
立
て

大
堂
　
正
弘

関
　
佳
代
美

山
嵜
加
代
子

坂
口
　
　
子

水
無
月
や
田
に
住
み
つ
き
し
鷺
七
羽

水
無
月
の
畦
も
あ
ら
は
に
棚
田
か
な

水
無
月
や
踊
り
の
鉦
の
響
く
里

冷
房
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
子
が
ピ
ア
ノ

海
見
ゆ
る
無
人
精
米
ダ
リ
ア
咲
く

淵
脇
　
護

迫
口
　
君
代

関
　
喜
久
雄

二
階
堂
妙
子

大
堂
　
早
苗



個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

１７　 ｜  広報ながしま  2026年９月号

編
集
後
記

　
７
月
27
日
、
磯
遊
び
の
取
材

時
に
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
な
カ

ニ
を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
見
た
私
は
、
長
島
育
ち
で

海
の
知
識
に
は
多
少
の
自
信
が

あ
っ
た
の
で
、意い
き
よ
う
よ
う

気
揚
々
と「
ワ

タ
リ
ガ
ニ
の
子
ど
も
だ
ね
」
と

子
ど
も
に
声
を
か
け
ま
し
た
。

聞
い
て
い
た
浜
本
先
生
が
、
す

か
さ
ず
「
ヤ
ド
カ
リ
の
一
種
の

『
カ
ニ
ダ
マ
シ
』だ
ね
」と
訂
正
。

慙ざ
ん
き愧
の
念
に
堪
な
い
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

�

大
西　
洋
介



９月号
［No.246］

令和８年

2026年９月10日木曜日 発行

　
「
終
活
」
を
き
っ
か
け
に
熟
年
夫

婦
や
家
族
が
互
い
を
見
つ
め
直
し
、

新
た
な
絆
を
育
ん
で
い
く
心
温
ま
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
メ
デ
ィ
で
す
。
笑
い

と
感
動
を
交
え
な
が
ら
、
人
生
を
前

向
き
に
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て

く
れ
る
作
品
で
す
。

　
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
掲
載
の

電
話
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
　

　
10
月
17
日
（
土
）

・
１
回
目

　
午
後
１
時
30
分
（
開
場
）　

　
午
後
２
時
（
上
映
開
始
）

・
２
回
目

　
午
後
５
時
30
分
（
開
場
）　

　
午
後
６
時
（
上
映
開
始
）

〇
場
所

　
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

〇
入
場　
無
料

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
（
申
込
期
限
：
10
月
９
日
（
金
））

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
3 ［
直
通
］



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

� スポーツの日

２０２６10

９ １０４ ７ ８

１６ １７１１ １２ １４ １５

２３ ２４１８ １９ ２０ ２１ ２２

２５ ２６

２１

１３

５ ６

３９/29 ９/30９/28

２７ ２８ ２９  31 30

９/27
■燃やせるごみ
� （平尾・蔵之元・川内）
� （鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
�（城川内・指江・下山門野）
� （山門野・川床・浦底）
� （獅子島）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎結果説明会

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎結果説明会

〇東医院 67-1861
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□スマイル薬局出水店 67-2055
□すくすく薬局 72-5010

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇高尾野会営薬局 64-2110
〇脇本病院 75-2121

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎結果説明会

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
� （獅子島）

◎結果説明会

〇つかさとクリニック 67-5560
〇阿久根眼科 72-0040
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□いまがま調剤薬局 65-7550
□高松薬局 73-4002

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎結果説明会

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

◎結果説明会

　　　　　　　　

■燃やせるごみ・天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

◎結果説明会

　　　　　　

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）
■天ぷら油

（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）

◎結果説明会

〇鷹巣診療所 86-0054
〇友愛クリニック 64-2101
〇吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
□うらくぼ薬局 82-2359
□長島調剤薬局 64-5555
□クレイン調剤薬局 63-4300
□さくら薬局 63-7700

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇にのみやこどもクリニック 62-0167
〇北国医院 72-0016
〇福田クリニック 79-3775
◇にのみやこどもクリニック 62-0167
□出水マリンバ薬局　63-8601

祝日には、国旗を掲げましょう！
●10月の第２月曜日はスポーツの日です。
　スポーツを楽しみ、他者を尊重する精神を培うとともに、健康で活力ある
社会の実現を願います。


